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　　　　　地方独立住宅における和室の保有状況および起居様式について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○聖徳学園女短大　　　新田　米子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あとりえのあ設計室　河内美代子

　　目自勺　　地方の独立住宅においては依然として居住者の和室志向が高く、都市部と

異なった平面志向をもつものと推察される。本研究では、地方の独立住宅における和室の

保有状況、および起居様式について明らかにし、地域特性に適合した住宅平面のあり方を

追究することを目的とする。

　力'<去　　岐阜県住宅供給公社の分譲住宅および同公社宅地分譲による戸建住宅の居

住者（2団地、約280世帯）を対象に、アンケート留置自記法による調査を1994年12月上旬

に実施した。調査票の有効回収数は151、回収率は81.2%であった。

　糸吉占艮　①和室を1室以上保有する住宅は全休の95.4%を占め、そのうち「2室」が37.1%

､「3室以上」が41.Uと複数和室の保有率が高い。この和室保有率は、住宅供給主体、ライ

フステージによる彫響が大きく、延床mmによる差は小さい。②居閻の和洋の別は、「洋

室」がis.n、「和室」がd.Ql、F和洋両室」が9.3Xとなっているが、団らんの起居様式

は、「イス座」がid.n、「ユカ座」が24. 5X、「イス十ユカ座」が24.5^と洋室での「ユ

カ座jと「イス十ユカ座」が多いことがわかる。その他の起居様式では、就寝様式が「ユ

カ座」が多くST.GXを占め、親しい客の接客では「イス座」が50.3X、改まった客の接客で

は「ユカ座」が62. 3Xを占めている。③自宅における冠婚葬祭の実施の有無は、「有リ」

が25.2馴ことどまるが、和室を必要とする人の、その用途に「客の宿泊」（n.n）についで

　「冠婚葬祭」をあげる人（59.G≫が多いのが特徴である。以上の結果より、地方において

は、中高年世代を中心に伝統的な生活様式を維持しようとする傾向が伺われ、このことが

住宅志向にも反映されているといえよう。
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燃焼器具から発生するホルムアルデヒド濃度

　　　　　　　　　　郡山女子大学家政　菅原文子

　目的。住居内で日常使用されている燃焼器具の灯油ストーブ、ガスレンジからは、燃焼

に伴ってホルムアルデヒドが発生する。発生したホルムアルデヒド濃度と使用時間との関

係を実験によって明らかにし、換気の必要性を求めたものである。

　方法。実験は従来行ってきたトリエタノールアミンをコーティングしたシリカゲルをガ

ラスシャーレに2s採り、平滑に広げて採取す'る方法とバッジによる採取を併用した。

ホルムアルデヒドは試験体よりAHMT法によって抽出した。

　結果。灯油ストーブ、ガスレンジのいずれも２つの試験体から抽出したホルムアルデヒ

ドは使用時間に比例して増加し、シリカゲルからの分析結果は、実験中最高値はレンジは

1 0時間で0 . 4 5 p p m、ストーブは8 3時間で0. 3 5 p pmを示した。バッジでの

採取とシリカゲルからの採取を同一の図上にプロットするとストーブ、レンジいずれも濃

度では、バッジの値が小さい値を示した。ストーブの場合の２通りの実験方法の使用時間

とホルムアルデヒド濃度との関係をみるとシリカゲルについては相関係数0.9 1,バッ

ジについては0.8 6といずれも高い相関を示し、相関係数で大きな差は見られなかった。

　空中濃度を測定するのに用いたシリカゲルとバッジのそれぞれのホルムアルデヒド抽出

量が異なり、いずれの試験法を採用するかを検討するために、インピンジャーを用いて空

気中のホルムアルデヒドを水中に採取して、3通りの測定を同一場所で併用して比較した。

結果はインピンジャー法とﾉ!ツジ法はほぼ同じ値を示し、シリカゲル使用の場合の6 5％

程度であった。シリカゲル法から実際の空中濃度を測定するにはこの比率を基に換算する。
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